
TV セッターハイライン GS312  SS サイズ　補足説明書
カラー版取扱説明書の「AW210」についての取付方法と、この補足説明書を
照らし合わせて設置作業を行ってください。

設置にあたって：必ずお読みください
●必ず耐荷重強度のある壁や壁裏の間柱（スタッド）にしっかりと設置してください。

　無理な設置はテレビの落下、大怪我に繋がります。石膏ボード壁のみへの設置はお止

　めください。

●コンクリートやレンガ壁に設置する場合、専門業者に依頼するようにしてください。

●電源コードや配線にキズを付ける事の無いように注意ください。火災などの原因にな

　ります。

●設置の際は、テレビや周辺機器の電源をコンセントから抜くようにしてください。

●以下の場所には設置をしないでください。

　・振動があるような不安定な場所

　・人がぶら下がったり、寄りかかったりするような場所

　・湿度や温度の高い場所

　・テレビの通気が悪い場所（エアコンの側、天井のすぐ側等）

　・開閉するドアの側

　・その他、テレビ設置に不適格だと思われる場所

ご注意

※振動など無理な設置

出来ればプロの手で

テレビ背面対応ネジ幅取り付け前提条件 対応テレビインチ 最大テレビ重量

テレビ背面にある壁掛け用ネジ穴の縦横ネジ幅テレビ背面に壁掛け用のネジ穴が

開いていて、

テレビ背面がフラットである事

縦 :75×横 :75mm、縦 :100×横 :100mm
(VESA 規格対応 )

3213
インチ

10kg

２）ドライバー

　　ネジ頭のサイズに合わせて、数種類があると便利です。

３）ドリルドライバー

　　電動ドライバーです。壁のネジ穴の下穴を開けるのにも使えます。

　　４）ペン

　　壁にネジを打ち込む位置をマーキングします。

　５）メジャー

　　床からの距離を測ったり、金具の水平を取る時などに使用する場合があります。

６）柔らかい布

　　設置の過程で、床などにテレビを置く事になります。下に敷いてテレビを保護します。

７）軍手

　　手を保護します。テレビを持つ時は滑らないように素手が良いかもしれません。

　

１）間柱センサー

　　壁裏にある間柱を見つけるのに便利です。

　　細い針（検知針）やキリを壁に刺して代用する事も可能です。

　

さあ、設置・・・の前に

設置に使用する道具

●設置前にテレビと金具の適合を必ずご確認ください。

　テレビ背面のネジ穴に一度金具を合わせて、取付可能なことをご確認ください。



※コンクリート等の壁は
専門業者にご依頼ください。

● 壁の構造について
必ず耐荷重のある壁に設置してください。
設置は、補強のある壁、もしくは壁裏の間柱に行ってください。

石膏ボード壁の場合、ボードのみの部分にネジ打ちする事が無いよう、十分にご注意ください。
間柱に設置する際、端にネジを打つと強度が不十分・間柱が割れる等の可能性があり危険です。
間柱の中央にネジ打ちしてください。

部品 ( ネジ類 ) 詳細 ※その他の部品はカラー版取扱説明書をご参照ください。

ネジは一通り付属しておりますが、テレビ・壁に合わない場合は別途ご用意ください。

M4 × 10mm 　4 本
M

M6 × 52mm 　4 本
T

アーム固定ネジ　3本 ( 予備含む )I

カラー版取扱説明書の上記の黒くなっている部分の作業を行います。
本補足説明書とカラー版取扱説明書を照らし合わせて慎重に作業を行ってください。

六角レンチ 2.5mm　1本L 六角レンチ 5mm　1本H

ブラケットロック用ネジ

M4 × 6mm 　1 本

V

テレビ取付用ネジ 壁用ネジ

コンクリートアンカー　4本
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